
標高データ生成・編集 “DEM Tools”の紹介：

標高データの生成や編集解析をおこなうセクションです。

・ RPCファイル付きステレオペア画像からのDEM生成：

RPCファイルが付属されている衛星ステレオペア画像からDEMを生成します。
ここでは、ALOS PRISM 1B1 CEOSフォーマット NadirとForwardのステレオペア画像を例に手順を紹介します。
(ALOS GeoTiffフォーマットで処理する場合は若干操作が異なります。本項最終ページを参照ください。)

こちらは処理時間を相当要します。(目安：Windows7 64bit, CPU Intel core i5 760 2.8GHZ, RAM8GBの
パソコンでALOSフルシーンを処理した場合、約5時間要します。) また処理途中で中間ファイルを生成する為、
元データの6倍程度のディスク空き容量を要します。(全処理工程終了後にこれらは削除できます。)

・ まず、CEOSフォーマットをXDM化します。(2章1項「ファイル入力」の通り)
※通常CEOSフォーマットのXDM化は、座標情報を付加させる為に別途「簡易幾何補正」をおこなう必要が
ありますが、この「DEM生成」に使うデータには「簡易幾何補正」はおこなわず、下記手順のみで結構です。

これをNadirとForwardの両方に対しておこないます。
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・ DEM生成のウィンドウを開き、先ほどXDM化した両データを順に開き、それぞれのRPCファイルを設定します。
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下記※２参照

※２： 元のCEOSデータと同じフォルダ内にある5つのRPCファイルのうち、ファイル名に03～06、05～08など、
CCDナンバーが振られてないRPCファイルを選択。 (5つ中、1つしかありません)

※３： 元のCEOSデータと同じフォルダ内にあるCCDナンバーが振られてる4つのRPCファイルのうち、
数字が一番若いものの数字を選択。 例：CCDナンバーが03～06なら3を、05～08なら5を選択。

下記※３参照

次ページへ→

※１： “ALOS PRISM CEOS(has starting ccd)”を選択

下記※１参照



・ 次に、両画像間の対ポイント(GCP)を手入力していきます。

適当な名前を入力

左右の画像間で対ポイント(GCP)を
クリックし、都度このボタンで決定。
最低3点取得するまで繰り返します。

次ページへ→



・ 最後に、出力する画像の解像度を入力し、 で出力先決定、 で処理を実行します。

・ 必要に応じて、 から出力する画像を

切り出す設定をしておくこともできます。

(黄色い枠線をドラック＆ドロップで縮めて、
Applyボタンを押してOK)

・ この処理過程において、次々に中間ファイル(XDMフォーマット)を生成していきます。
最終的に指定したフォルダ内にDEM(XDMフォーマット)が生成されれば処理終了です。
その後、中間ファイルは不要となりますので削除することができます。



・ ALOS GeoTiffフォーマットのステレオペアからDEM生成をおこなう場合、
基本的に操作手順はCEOSフォーマットのときと同じですが、いくつか異なるポイントがあります。

・ まず、GeoTiffフォーマットをXDM化します。(2章1項「ファイル入力」の通り)

・ これ以降の操作手順は本項２ページ以降と同じですが、2ページの※1～3の3箇所のみが
下記の通り異なってまいります。それ以降はCEOSフォーマットと同じく操作を進めてください。

※１： “ALOS PRISM OTHERS”を選択
※２： RPCファイルは1つしかないのでそれを選択
※３： RPCファイルにナンバーが振られていないので選択しない


